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行
っ
た
事
例
だ
。

既
存
の
Ｒ
Ｃ
造
を
一
旦
ス
ケ
ル
ト

ン
に
し
、
Ｒ
Ｃ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
構

造
に
よ
る
外
壁
も
取
り
除
い
た
後
に

充
填
断
熱
に
よ
る
木
造
を
新
た
に
施

工
。
外
構
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放

し
や
パ
ラ
ペ
ッ
ト
部
分
は
断
熱
を
施

し
た
木
構
造
を
付
加
、
新
し
い
外
装

材
と
し
て
黒
色
に
磨
き
上
げ
ら
れ
た

T
respa

社
の
木
質
セ
メ
ン
ト
ボ
ー

ド
が
採
用
さ
れ
た
。

建
物
東
側
に
ガ
ラ
ス
張
り
の
カ
ー

テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
と
し
、
枠
材
に
は
木

製
マ
リ
オ
ン
＋
黒
い
ア
ル
ミ
ク
ラ
ッ

ド
と
し
た
。
開
口
部
は
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
視
し
て
、
パ
ッ

シ
ブ
ハ
ウ
ス
の
推
奨
基
準
で
あ
る
Ｕ

値
＝
０
・
８
Ｗ
／
㎡
Ｋ
以
下
を
満
た

し
て
い
な
い
が
厚
さ
90
㎜
の
木
製

サ
ッ
シ
を
採
用
。
ガ
ラ
ス
は
す
べ
て

ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス
入
り
、
空
気
層
を

確
保
す
る
ス
ペ
ー
サ
ー
に
は

T
herm

ix

社
製
を
使
用
し
、
Ｕ
値
＝

０
・
６
Ｗ
／
㎡
Ｋ
と
最
高
レ
ベ
ル
と

す
る
﹇
写
真
﹈。
ガ
ラ
ス
面
積
は
全

床
面
積
の
10
％
以
下
の
た
め
、
建
物

全
体
と
し
て
は
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
基

準
を
満
た
せ
る
こ
と
が
計
算
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。「
住
宅
に
お
い
て
は

サ
ッ
シ
枠
の
性
能
は
決
し
て
無
視
し

て
は
い
け
な
い
」
と
は
設
計
者
自
ら

の
言
葉
で
あ
っ
た
。

■第４回
パッシブハウスの普及とともに進化する周辺設備

森
み
わ
さ
ん
に
よ
る
欧
州
「
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
視
察
ツ
ア
ー
」
か
ら
の
報

告
記
。
今
回
は
今
年
３
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
渡
航
さ
れ
た
第
２
回
目
の

視
察
か
ら
、
現
地
の
最
新
レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
す
る
。

世界基準の省エネ住宅から学ぼう
ドイツ視察ツアーで見た「パッシブハウス」の最新事情

森 みわ
KEY ARCHITECTS

こ
の
建
物
は
、
熱
交
換
換
気
装
置

メ
ー
カ
ーD

rexel&
W
eiss

社
の
本

社
屋
。
１
９
６
９
年
完
成
の
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
製
造
の
た
め
の
工
場
を
取
り

壊
す
こ
と
な
く
、
省
エ
ネ
性
能
を
改

善
さ
せ
る
た
め
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を

※本連載連載は2010年3月13日～19日まで開催された
パッシブハウス視察ツアーの視察記をもとに編集したものです。

［概要］商業施設の改修／建築地　オーストリア・ヴォルフルト（Wolfurt）／混構造（ＲＣ造＋木造）／床
面積 3300㎡／2005年竣工／案内役　Reinhard Weiss（Drexel & Weiss 社　代表取締役）

﹇
１
﹈
旧
工
場
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
新
社
屋
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年
に
一
度
ド
イ
ツ
国
内
の
パ
ッ
シ

ブ
ハ
ウ
ス
が
一
般
に
公
開
さ
れ
る

「
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
・
デ
ー
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。
第
６
回
目
と

な
る
昨
年
は
11
月
６
―
８
日
の
３
日

間
、
合
計
２
８
０
件
の
パ
ッ
シ
ブ
ハ

ウ
ス
の
事
例
が
公
開
さ
れ
た
。
回
を

重
ね
る
ご
と
に
戸
建
て
住
宅
の
み
な

ら
ず
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン

グ
や
公
共
建
築
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
用

森 みわ［キーアーキテクツ代表］
1977年東京生まれ。横浜国立大学工学部建設コース卒業後、ドイツ政府研究奨学生とし
て渡独。シュツットガルト大学で学士修了後、ドイツ・アイルランドの建築事務所にて省
エネ型商業施設や「パッシブハウス」の建築プロジェクトにかかわる。2009年3月に帰
国し、設計事務所キーアーキテクツを設立。8月には日本初の「パッシブハウス」を建築
した。今年2月、国内でパッシブハウスの国内普及や温暖地仕様への改良をめざす「パッ
シブハウス・ジャパン」を設立。4月からは東北芸術工科大学で客員教授を務める。

神奈川県鎌倉市
www.key-architects.com
TEL 0467・39・5730

屋
根
断
熱
は
既
存
の
14
㎝
を
34
㎝

に
強
化
し
、
Ｐ
Ｖ
Ｃ
を
一
切
使
用
し

な
い
シ
ー
ト
防
水
を
施
し
た
。
基
礎

周
り
は
垂
直
方
向
に
深
さ
80
㎝
ま
で

Ｘ
Ｐ
Ｓ
断
熱
材
を
施
工
、
ヒ
ー
ト
ブ

リ
ッ
ジ
の
解
消
を
試
み
た
。
こ
の
ほ

か
当
初
は
建
物
床
下
に
も
基
礎
断
熱

を
計
画
し
て
い
た
が
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
Ｐ
に

よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、

建
物
の
比
較
的
大
き
な
床
面
積
に
よ

り
建
物
外
周
の
ス
カ
ー
ト
断
熱
の
み

で
代
用
可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
メ
ー
カ
ー
で
は
熱
交
換
換
気

装
置
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ
る
補
助

暖
房
と
、
給
湯
タ
ン
ク
を
組
み
込
ん

だ
“コ
ン
パ
ク
ト
ユ
ニ
ッ
ト
”
と
呼

ば
れ
る
製
品
を
開
発
、
製
造
販
売
し

て
い
る
。
冬
場
、
熱
交
換
後
の
排
気

上
昇
す
る
と
い
う
（
こ
の
地
域
の
年

間
を
通
じ
た
土
壌
の
温
度
は
11
・
５

度
と
の
こ
と
）。

こ
の
ほ
か
東
に
面
し
た
オ
フ
ィ
ス

に
は
一
部
ガ
ラ
ス
の
間
仕
切
り
が
採

用
さ
れ
、
光
を
効
率
よ
く
各
部
屋
に

取
り
込
む
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る

﹇
写
真
﹈。
こ
う
し
て
最
後
の
最
後
ま

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
絞
り
と
る
こ
と
に

よ
り
、
戸
建
住
宅
用
ユ
ニ
ッ
ト
の
消

費
電
力
は
４
０
０
Ｗ
、
出
力
容
量
は

１
４
０
０
Ｗ
を
超
え
る
（
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ス
で
は
Ａ

Ｐ
Ｆ（
年
間
平
均
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
）

３
・
０
以
上
の
設
備
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
）。給

湯
タ
ン
ク
は
ス
チ
ー
ル
製
で
、

内
部
は
ガ
ラ
ス
質
で
覆
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
一
番
腐
食
に
強
い
。
熱

交
換
用
の
コ
イ
ル
は
温
水
と
接
す
る

こ
と
な
く
、
外
側
の
ス
チ
ー
ル
の
タ

ン
ク
に
熱
を
伝
え
る
。
こ
れ
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
硬
水
の
地
域
が
多
く
、

タ
ン
ク
内
に
コ
イ
ル
を
挿
入
す
る

と
、
コ
イ
ル
周
り
に
石
灰
質
が
付
着

し
、
熱
交
換
率
が
悪
く
な
る
。
標
準

の
タ
ン
ク
は
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
で
あ

る
が
、
太
陽
熱
温
水
器
を
使
用
す
る

場
合
に
は
容
量
不
足
の
た
め
、
バ
ッ

フ
ァ
ー
タ
ン
ク
を
併
用
し
て
い
る
。

「
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
を
求
め
る
人

温
度
は
４
〜
５
度
で
あ
る
た
め
、
こ

の
空
気
を
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
送
り
込

む
方
が
、
外
気
温
を
使
用
す
る
よ
り

も
運
転
効
率
が
良
い
。

さ
ら
に
本
物
件
で
は
集
合
住
宅
用

の
ユ
ニ
ッ
ト
を
採
用
。
基
本
設
定
を

ブ
レ
イ
ン
で
一
括
制
御
し
、
風
量
や

温
度
設
定
な
ど
の
微
調
整
は
各
住
戸

で
設
定
可
能
で
あ
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
に
加
え
て
今
回
は
地
熱

も
利
用
。
元
か
ら
あ
っ
た
設
備
用
の

ト
レ
ン
チ
（
堀
溝
）
の
中
に
長
さ
約

90
ｍ
の
ダ
ク
ト
を
設
置
。
外
気
を
こ

の
ダ
ク
ト
を
経
由
さ
せ
る
こ
と
で
、

冬
は
給
気
温
度
を
上
昇
さ
せ
、
夏
は

低
下
さ
せ
て
い
る
。
冬
場
で
は
、
マ

イ
ナ
ス
15
度
の
外
気
を
＋
６
度
ま

で
、
マ
イ
ナ
ス
２
度
を
＋
10
度
ま
で

も
最
近
は
わ
が
ま
ま
な
に
な
っ
た
」

とW
eiss

氏
。
換
気
装
置
よ
り
も
従

来
の
輻
射
に
よ
る
暖
房
を
好
む
人
が

多
く
、
同
社
最
新
モ
デ
ル
で
は
、
床

暖
房
や
壁
暖
房
の
た
め
の
冷
媒
を
用

い
た
密
閉
回
路
を
備
え
る
。

夏
場
は
自
然
換
気
や
日
射
遮
蔽
で

暑
さ
を
し
の
い
で
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
が
、
最
近
は
床
暖
房
用
の
回
路
に

地
下
水
か
ら
取
っ
た
冷
水
を
流
す
ス

ラ
ブ
ク
ー
リ
ン
グ
を
や
り
た
が
る
。

さ
ら
に
は
、
床
冷
房
中
に
も
脱
衣
場

の
パ
ネ
ル
に
は
温
水
を
流
し
た
い
、

と
い
う
要
望
も
あ
る
ら
し
い
。
そ
ん

な
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

同
社
は
創
業
以
来
の
究
極
の
シ
ン
プ

リ
シ
テ
ィ
か
ら
路
線
を
変
え
、
わ
が

ま
ま
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
の
省
エ
ネ
設

備
を
開
拓
し
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。

一
方
で
ツ
ア
ー
参
加
者
は
こ
の

メ
ー
カ
ー
の
原
理
を
い
か
に
日
本
の

温
暖
地
域
の
冷
房
と
給
湯
需
要
に
応

用
す
る
か
を
ひ
た
す
ら
考
え
て
い
る

よ
う
。

「
気
候
は
違
っ
た
と
し
て
も
、
よ

り
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
快
適
な
室

温
を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
私
た
ち

の
願
い
は
世
界
共
通
。
日
本
の
ニ
ー

ズ
を
教
え
て
く
れ
れ
ば
自
分
た
ち
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
解
決
方
法
を

考
え
ま
し
ょ
う
！
」
と
のW

eiss

氏

の
最
後
の
言
葉
は
印
象
的
だ
っ
た
。

開
口
部
。
木
製
サ
ッ
シ
枠
に
高
性
能
の
ト
リ
プ
ル
ガ

ラ
ス
を
採
用
し
た

東
面
に
設
置
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
の
間
仕
切
り
。
光
を
効

率
よ
く
各
部
屋
に
取
り
込
む
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長
期
的
な
視
点
か
ら
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ

ス
の
性
能
が
求
め
ら
れ
た
。
築
後
40

年
の
あ
い
だ
手
を
加
え
る
こ
と
な
く

使
用
さ
れ
て
い
る
既
存
建
物
。
こ
れ

を
20
〜
30
年
最
先
端
の
性
能
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
改
修
す
る
こ
と
が
、

最
も
経
済
性
を
高
め
る
秘
訣
で
あ
る

既存のＲＣ外壁の上に充填断熱を施工し、地元伝
統のカラマツを外装に施工した

体育館外壁の太陽熱温水パネルでつくった温水が各部屋
のパネルヒーター暖房に送られる

校舎屋根に設置した太陽電池。最大出力26ｋWで全校
舎の暖房、換気、給湯に必要な電力をまかなう

こ
ち
ら
は
、
１
９
６
８
年
竣
工
の

既
存
建
物
を
、
２
０
０
９
年
の
夏
休

み
の
11
週
間
を
利
用
し
て
パ
ッ
シ
ブ

ハ
ウ
ス
仕
様
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ

た
事
例
。﹇
１
﹈
と
同
じ
設
計
者
が

担
当
す
る
。

施
主
で
あ
るW

olfurt

市
か
ら
は
、

と
い
う
施
主
の
判
断
が
素
晴
ら
し

い
。も

と
も
と
本
校
舎
と
分
か
れ
て
い

た
体
育
館
を
、
増
築
に
よ
っ
て
一
つ

の
暖
房
領
域
と
す
る
こ
と
で
、
外
壁

の
表
面
積
を
減
ら
す
こ
と
を
試
み

た
。
室
温
設
定
は
本
校
舎
を
20
℃
、

体
育
館
を
18
℃
で
計
算
。
体
育
館
の

天
窓
は
、
既
存
の
構
造
を
そ
の
ま
ま

に
、
ガ
ラ
ス
を
遮
熱
・
断
熱
性
の
高

い
タ
イ
プ
に
交
換
し
て
い
る
。
２
０

０
９
年
の
春
に
は
先
行
し
て
体
育
館

が
改
修
さ
れ
、
後
の
改
修
に
必
要
な

準
備
も
同
時
に
行
わ
れ
た
。

既
存
の
Ｒ
Ｃ
の
外
壁
は
、
塗
仕
上

げ
も
そ
の
ま
ま
に
、
上
か
ら
木
造
の

ス
タ
ッ
ド
と
充
填
断
熱
を
施
工
、
通

気
層
の
上
に
カ
ラ
マ
ツ
（
ラ
ー
チ
）

を
割
っ
た
も
の
を
外
装
材
と
し
て
施

工
﹇
写
真
﹈。
こ
れ
は
フ
ォ
ア
ア
ル

ベ
ル
ク
地
方
の
伝
統
的
な
農
家
の
外

壁
仕
上
げ
だ
と
い
う
。

本
校
舎
の
陸
屋
根
部
分
に
は
太
陽

電
池
を
設
置
。
太
陽
電
池
の
面
積
は

２
５
０
㎡
、
最
大
出
力
は
26
ｋ
Ｗ
。

発
電
し
た
電
力
は
全
て
一
旦
売
却

し
、
必
要
な
分
を
電
力
会
社
か
ら
購

入
し
て
い
る
が
、
照
明
、
換
気
な
ど
、

必
要
な
電
力
は
全
て
こ
の
太
陽
電
池

で
ま
か
な
う
﹇
写
真
﹈。

南
に
面
す
る
体
育
館
の
外
壁
に

は
、
太
陽
熱
温
水
パ
ネ
ル
が
外
装
材

と
し
て
垂
直
に
取
り
付
け
ら
れ
、
暖

房
用
の
温
水
を
つ
く
る
。
こ
の
温
水

は
、
２
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
温
水
タ

ン
ク
に
貯
蔵
さ
れ
、
各
部
屋
の
パ
ネ

ル
ヒ
ー
タ
ー
に
送
ら
れ
る
﹇
写
真
﹈。

パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
の
表
面
積
は
改
修

前
と
変
ら
な
い
た
め
、
建
物
の
暖
房

負
荷
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
給
湯
タ
ン
ク
か
ら
パ
ネ
ル

へ
の
入
水
温
度
を
大
幅
に
下
げ
る
こ

と
に
成
功
。
吊
り
天
井
に
は
安
価
で

意
匠
性
に
優
れ
た
木
質
セ
メ
ン
ト

ボ
ー
ド
を
採
用
。
天
井
裏
の
Ｒ
Ｃ
ス

ラ
ブ
の
蓄
熱
性
能
を
最
大
限
に
生
か

す
た
め
、
吊
り
天
井
の
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
ス
リ
ッ
ト
が
施
さ
れ
て
い
る
。

［概要］学校・幼稚園 の改修／建築地　オーストリア・ヴォルフルト（Wolfurt）／混構造（RC造＋木
造）／床面積 1850㎡／2009年改築終了／案内役・設計者　Gerhard Zweier

﹇
２
﹈
築
40
年
校
舎
を
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
仕
様
に



新建ハウジングプラス1  2010／05051

連載

ル
は
非
常
に
重
要
と
な
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ス
の
評
価
手
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
Ｐ
（Passive

H
ouse

Planning
Package

）
に
よ
る
計
算

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｐ
Ｈ
Ｐ

Ｐ
に
よ
る
計
算
で
は
本
件
は
暖
房
負

荷
が
18
ｋ
Ｗ
ｈ
／
㎡
と
な
っ
て
お

り
、
厳
密
に
は
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
の

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
が
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
助
成
金
を
最
大
で
２
５

０
０
ユ
ー
ロ
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
階
の
暖
房
は
レ
ン
ガ
造
の
間
仕

切
り
（
内
壁
）﹇
写
真
﹈
の
手
前
に

塗
ら
れ
た
厚
さ
２．
５
セ
ン
チ
の
土

壁
の
中
に
回
る
温
水
パ
イ
プ
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
れ
る
﹇
写
真
﹈。
土
壁

東
西
の
窓
の
外
付
け
ブ
ラ
イ
ン
ド

は
、
屋
上
に
あ
る
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ

て
制
御
さ
れ
、
自
動
昇
降
す
る
。
住

み
手
が
設
定
を
上
書
き
し
て
も
、
２

時
間
後
に
は
ま
た
元
の
理
想
状
態
に

戻
る
。
換
気
装
置
は
ダ
ク
ト
敷
設
の

コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
各
教
室
で
完

結
さ
せ
、「
人
感
セ
ン
サ
ー
」
に

よ
っ
て
制
御
す
る
。
セ
ン
サ
ー
は
人

が
滞
在
し
て
い
る
間
の
み
換
気
装
置

が
作
動
し
、
人
が
い
な
く
な
っ
て
も

15
分
は
作
動
す
る
よ
う
で
あ
る
。

ア
ル
プ
ス
の
眺
望
を
満
喫
す
る
こ

と
テ
ー
マ
に
設
計
さ
れ
た
戸
建
住
宅
。

眺
望
を
最
大
限
に
生
か
す
１
階
リ
ビ

ン
グ
の
角
度
と
、
最
大
限
の
日
射
取

得
の
た
め
の
２
階
寝
室
の
角
度
を
そ

れ
ぞ
れ
設
定
し
た
結
果
、
両
者
の
ず

れ
に
よ
っ
て
１
階
に
は
雨
除
け
の
あ

る
外
部
空
間
が
、
２
階
に
は
開
放
的

な
ベ
ラ
ン
ダ
が
出
来
上
が
っ
た
。
斜

面
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
住
宅
は
、
１

階
の
３
方
が
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
。

あ
え
て
複
雑
な
形
状
の
建
物
を
選
択

し
た
ゆ
え
に
、
気
密
施
工
や
ヒ
ー
ト

ブ
リ
ッ
ジ
回
避
の
た
め
の
デ
ィ
テ
ー

に
は
調
湿
機
能
を
期
待
し
て
い
る
。

２
階
の
暖
房
は
Ｒ
Ｃ
床
に
打
ち
込
ま

れ
た
床
暖
房
を
用
い
る
。

換
気
装
置
か
ら
送
ら
れ
る
給
気
の

ダ
ク
ト
は
２
階
床
の
Ｒ
Ｃ
ス
ラ
ブ
の

中
に
打
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
上
下
階

を
一
つ
の
ダ
ク
ト
か
ら
直
前
に
分
岐

さ
せ
て
い
る
。

換
気
装
置
が
暖
房
を
担
う
と
、
居

住
し
て
い
る
人
数
が
少
な
く
て
も
風

量
を
絞
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と

し
て
過
乾
燥
状
態
を
作
り
出
す
こ
と

か
ら
、
近
年
で
は
換
気
と
暖
房
を
区

別
し
、
暖
房
は
輻
射
で
、
換
気
は
熱

交
換
と
地
熱
利
用
の
後
の
温
度
を
そ

の
ま
ま
各
室
に
吹
き
込
む
方
法
が
好

ま
れ
て
い
る
。

（
つ
づ
く
）

［概要］戸建住宅・新築／建築地オーストリア・ブルデンツ（Brudenz） ／床面積173㎡／混構造：
１階外壁および２階床＝ＲＣ造、１階内壁＝ブロック造、２階部分＝木造／2010年竣工予定 ／案内
役・設計者　Andrea Vogel Sonderegger

﹇
３
﹈
快
適
性
と
省
エ
ネ
を
追
求
す
る
住
宅

レ
ン
ガ
造
の
間
仕
切
り
壁
に
埋
め
込
ま
れ
た

設
備
配
管

レ
ン
ガ
造
壁
表
面
に
塗
ら
れ
た
土
壁
。
こ
の
中
に
温
水
パ

イ
プ
を
回
し
て
壁
暖
房
と
す
る
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■一階床 既存のＲＣ床を維持し、ペリメーター断熱（基礎周りに垂直方向に施工する断熱方
法。別名スカート断熱）を施工　U値＝2.2Ｗ／㎡Ｋ

■屋根 340㎜ 断熱　U値＝0.1Ｗ／㎡Ｋ

■開口窓 サッシ枠（木製）Ｕ値＝0.9Ｗ／㎡Ｋ
ガラス　Ｕ値＝0.6Ｗ／㎡Ｋ

■換気装置 Drexel und Weiss社製の複数の製品を使用

■気密性能 0.01回

■年間暖房負荷 11.5kＷh／㎡

■設計 Architektur Buro Zweier 

［１］旧工場をリノベーションした新社屋

■外壁 U値=0.12Ｗ／㎡Ｋ

■一階床 U値＝0.45Ｗ／㎡Ｋ

■屋根 U値＝0.09Ｗ／㎡Ｋ

■窓 サッシ枠　U値＝0.8Ｗ／㎡Ｋ　　ガラス　U値＝0.6Ｗ／㎡Ｋ

■換気装置 Drexel und Weiss社製Aeroschool

■気密性能 0.6回

■年間暖房負荷 17kＷh／㎡

■施工費 980ユーロ／㎡

■総工費 400万 ユーロ（ただし外構工事、家具工事、設計料等を含む）

■設計 Architekturbuero Zweiter

■設備設計 Pkanungsteam E-Plus

■建築物理コンサルタント Spektrum, Karl Torghele

［２］パッシブハウス仕様に改修した築40年校舎
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■１階床 XPS断熱材（200㎜）／RCスラブ（250㎜）／ビチューメン　アスファルト防水／気密
シート／シンダーコンクリート（70㎜）／フローリング（15㎜）
Ｕ値＝0.16Ｗ／㎡Ｋ

■屋根屋根仕上げ 陸屋根（80㎜、勾配２％）／屋根防水用ゴムアスファルトシート溶着／屋根梁（60㎜
幅、サネ加工）＋セルロース断熱材（260㎜）／合板（21㎜）／気密シート／設備配管
スペース＋充填断熱（60㎜）／ファーマセル社製、木繊維石膏ボード（15㎜）
Ｕ値＝0.1Ｗ／㎡Ｋ

■外壁 Trespa社製　Meteon セメントボード（8㎜）／通気層（36㎜）／木質繊維ボード（35
㎜）／スタッド＋セルロース断熱（260㎜）／合板（15㎜）／気密シート（0.1㎜）／設備
配管スペース＋充填断熱（60㎜）／ファーマセル社製、木質繊維練込石膏ボード（15
㎜）または土壁ボード
Ｕ値＝0.12Ｗ／㎡Ｋ

■ガラス Ｕ値＝0.5Ｗ／㎡Ｋ

■地熱交換　 垂直に73ｍのパイプを施工、不凍液を循環させている。夏も冬も地熱を利用するこ
とで、年間を通じて地中の温度が変わらないように配慮がなされている。

■熱交換換気 Drexel und  Weiss 床暖房対応モデル×２台

■気密性能 0.001回

■給湯 300リットルの給湯タンクは単体で用意。換気装置に内蔵されたヒートポンプが給湯
を賄う。屋根には太陽熱温水パネル搭載、地熱交換を床や壁に流すことで、夏場には
パッシブクーリングの機能を果たす。ただし、脱衣場は夏場でも暖房に切り替えるこ
とが可能

■年間暖房負荷 18kＷh／㎡

■暖房容量 ピーク 14Ｗ／㎡

■一次エネルギー量 78kＷh／㎡

■建設費 2100ユーロ／㎡（クライアントの父親によるセルフビルドにより、実際は1800ユー
ロ／㎡）

■設計者 DI Dr. Andrea Sonderegger

［３］バウビオロギーと省エネを両立する住宅


